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方
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仏
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我
が
人
生
の

骨
格
と
な
っ
た
戦
車
隊
　 

福
岡
県
　
松
尾
正
一
　 

私
の
旧
姓
は
甲
木
と
い
い
日
柳
川
藩
の
武
士
で
あ
っ
た
と
い

い
ま
す
が
、
生
ま
れ
た
実
家
は
山
門
郡
瀬
高
町
で
農
業
を
し
て

お
り
ま
し
た
。
私
は
大
正
七
年
三
月
十
日
長
男
と
し
て
生
ま
れ

ま
し
た
。
家
に
は
弟
二
人
、
妹
三
人
の
弟
妹
が
お
り
ま
し
た
の

で
、
自
動
車
の
修
理
工
場
を
経
営
し
て
い
た
久
留
米
の
叔
父
の

と
こ
ろ
で
修
業
し
て
い
ま
し
た
。

私
は
昭
和
十
五
年
徴
集
で
し
た
が
、
当
時
、
既
に
支
那
事
変

の
最
中
で
し
た
し
、
学
校
も
出
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
軍

隊
に
入
り
下
士
官
に
な
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
十
八
歳
の

時
、
現
役
入
隊
年
齢
の
前
に
戦
車
隊
に
志
願
を
し
ま
し
た
。
村

か
ら
三
人
検
査
を
受
け
、
私
も
甲
種
合
格
と
な
っ
た
の
に
私
一

人
だ
け
不
合
格
と
な
り
不
審
に
思
っ
て
い
ま
し
た
。
戦
車
隊
を

希
望
し
た
の
は
、
私
は
タ
ク
シ
ー
の
免
許
を
持
っ
て
い
た
か
ら

な
の
で
す
が
、
あ
る
い
は
農
家
の
長
男
で
あ
っ
た
か
ら
不
合
格

と
な
っ
た
の
か
と
、
後
で
思
っ
て
い
ま
し
た
。

正
式
の
徴
兵
検
査
は
昭
和
十
五
年
十
二
月
一
日
で
し
た
が
、

今
度
は
第
二
補
充
兵
役
に
な
っ
て
し
ま
い
、
現
役
兵
で
の
入
営

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
十
六
年
七
月
十
六
日
、
関
特
演

の
動
員
で
臨
時
召
集
を
受
け
、
久
留
米
の
戦
車
第
一
連
隊
（
後

の
西
部
第
四
十
九
部
隊
）
へ
入
隊
し
た
の
で
す
。

一
期
の
検
閲
ま
で
は
陸
軍
の
一
般
兵
と
し
て
の
教
育
で
し
た

が
、
そ
の
後
の
戦
車
の
運
転
訓
練
で
は
優
秀
な
成
績
を
取
り
、



賞
状
を
も
ら
い
、
い
ま
で
も
家
に
保
存
し
て
あ
り
ま
す
。
十
月

二
十
四
日
、
第
十
野
戦
補
充
隊
の
戦
車
隊
が
編
成
さ
れ
、
私
も

昭
和
十
七
年
二
月
一
日
、

一
等
兵
と
な
り
一
人
前
の
兵
隊
と
な
っ

た
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

戦
車
の
一
個
中
隊
は
、
重
戦
車
四
両
、
中
戦
車
四
両
、
軽
戦

車
（
装
甲
車
）
四
両
の
十
二
両
編
成
で
し
た
の
で
人
員
は
九
十

人
ぐ
ら
い
で
し
た
。
私
は
中
戦
車
で
中
隊
長
の
伝
令
と
し
て
勤

務
し
て
い
ま
し
た
が
、
自
動
車
免
許
は
営
業
用
自
動
車
（
タ
ク

シ
ー
）
の
ほ
か
に
二
つ
を
持
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
運
転
に
つ

い
て
は
自
信
も
あ
り
、
ま
た
叔
父
の
自
動
車
修
理
工
場
で
修
業

し
技
術
を
習
得
し
て
い
ま
し
た
か
ら
、
他
の
者
よ
り
重
用
さ
れ

て
い
た
の
は
幸
せ
で
し
た
。
し
か
し
、
中
隊
長
の
伝
令
と
い
う

の
は
大
き
な
責
任
を
も
っ
て
い
る
の
で
、
そ
の
点
で
は
影
で
随

分
苦
労
し
た
も
の
で
す
。

既
に
欧
州
で
は
大
戦
中
で
あ
り
、
日
米
、
日
仏
、
日
蘭
、
日

英
の
関
係
は
険
悪
と
な
り
、
支
那
事
変
は
ま
す
ま
す
拡
大
し
、

中
国
に
対
す
る
米
英
等
の
援
助
、
援
■
ル
ー
ト
閉
鎖
と
仏
領
印

度
支
那
（
ベ
ト
ナ
ム
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
）
へ
の
派
兵
が
、
大
東
亜

戦
争
勃
発
へ
の
導
火
線
と
な
り
、
昭
和
十
六
年
十
二
月
八
日
、

大
東
亜
戦
争
開
戦
。
我
が
部
隊
は
い
よ
い
よ
外
地
へ
出
兵
、
今

に
な
っ
て
思
え
ば
、

大
戦
中
の
緊
張
し
た
中
に
い
た
わ
け
で
す
。

昭
和
十
七
年
三
月
四
日
、
七
〇
〇
〇
ト
ン
級
の
船
に
戦
車
隊

と
弾
列
（
第
二
中
隊
で
ト
ラ
ッ
ク
が
多
か
っ
た
）
は
乗
船
し
、

門
司
出
帆
。
三
月
十
二
日
高
雄
寄
港
、
三
月
十
九
日
仏
印
サ
ン

ジ
ャ
ッ
ク
か
ら
サ
イ
ゴ
ン
へ
上
陸
し
た
の
で
す
が
、
既
に
近
海

に
は
潜
水
艦
等
が
出
没
し
て
い
る
と
の
情
報
も
あ
り
、
四
六
時

中
甲
板
に
出
て
海
上
の
警
戒
を
し
て
い
ま
し
た
。
仏
印
サ
イ
ゴ

ン
で
は
約
三
ヵ
月
間
、
戦
車
隊
の
教
育
訓
練
は
あ
り
ま
し
た
が
、

私
は
中
隊
長
の
伝
令
を
し
て
い
ま
し
た
。

【
参
考
貸
料
】

昭
和
十
六
年

五
月
七
日

野
村
大
使
、
ハ
ル
国
務
長
官
に
中
立
条
約
提
議

芳
沢
大
使
、
蘭
印
側
と
の
ゴ
ム
・
錫
交
易
交
渉
決
裂

五
月
十
六
日

英
国
、
マ
レ
ー
か
ら
の
日
本
及
び
円
ブ
ロ
ッ
ク
ヘ
の
ゴ
ム

輸
出
禁
止



六
月
十
八
日

日
蘭
石
油
交
渉
決
裂

六
月
二
十
一
日

米
国
、
石
油
全
製
品
の
対
日
輸
出
を
実
質
的
に
禁
止

六
月
二
十
六
日

陸
軍
大
臣
、
仏
印
進
駐
の
た
め
第
二
十
三
・
二
十
五
軍
司

令
部
等
の
臨
時
編
成
を
令
達

七
月
二
日

大
本
営
、
関
特
演
を
発
動
、
満
州
に
七
〇
万
の
兵
力
を
集

中
七
月
十
六
日

関
特
演
第
一
〇
二
号
動
員
下
令

七
月
二
十
三
日

日
・
仏
間
に
南
部
仏
印
進
駐
の
話
合
い
成
立

大
本
営
、
南
部
仏
印
進
駐
発
令

七
月
二
十
四
日

ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
大
統
領
、
野
村
大
使
に
仏
印
中
立
化
を
提

案
し
、
石
油
禁
油
を
ほ
の
め
か
す
　
在
米
日
本
資
産
の
凍

結
決
定

七
月
二
十
五
日

Ａ
（
米
）
Ｂ
（
英
）
Ｃ
（
中
）
Ｄ
（
蘭
）
包
囲
陣
形
成

政
府
、
駐
日
英
・
米
大
使
に
日
・
仏
共
同
防
衛
成
立
（
南

部
仏
印
進
駐
）
を
通
告

七
月
二
十
七
日

蘭
印
、
日
本
資
産
凍
結
・
対
日
輸
出
入
制
限
・
石
油
協
定

の
停
止

七
月
二
十
八
日

日
本
軍
、
南
部
仏
印
（
西
貢
等
）
進
駐

十
一
月
六
日

大
本
営
、
南
方
軍
に
南
方
要
域
の
攻
略
準
備
を
命
令

十
二
月
八
日

開
戦
米
・
英
・
蘭
、
対
日
宣
戦
布
告
　
日
・
仏
軍
事
協
定

日
・
泰
間
に
日
本
軍
の
泰
国
内
通
過
承
認
協
定
成
立

昭
和
十
七
年

二
月
十
一
日

南
方
二
十
五
軍
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
ブ
キ
テ
マ
高
地
等
占

領



南
方
軍
と
南
方
部
隊
、
ジ
ャ
ワ
上
陸
日
を
二
月
二
十
六
日

と
改
定

三
月
十
二
日

ジ
ャ
ワ
島
の
英
豪
軍
八
〇
〇
〇
人
降
伏

三
月
十
九
日

ビ
ル
マ
作
戦
開
始

六
月
五
日

ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
海
戦

七
月
五
日

泰
緬
連
綴
鉄
道
建
設
工
事
開
始

七
月
十
一
日

サ
イ
ゴ
ン
で
泰
・
仏
領
印
度
支
那
国
境
画
定
の
議
定
書
及

び
非
武
装
地
帯
に
関
す
る
議
定
書
署
名

六
月
二
十
四
日
、
サ
イ
ゴ
ン
出
発
、
二
十
八
日
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
港
に
着
き
ま
し
た
。
我
々
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
作
戦
参
加
の
予

定
だ
っ
た
ら
し
い
の
で
す
が
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
二
月
十
一
日

占
領
予
定
（
ブ
キ
テ
マ
高
地
は
占
拠
）
で
あ
っ
た
の
が
二
月
十

一
日
に
陥
落
し
ま
し
た
の
で
当
然
参
加
は
し
な
か
っ
た
の
で
す
。

次
は
ジ
ャ
ワ
島
戦
で
す
が
、
こ
れ
も
三
月
十
二
日
陥
落
し
ま
し

た
の
で
、
七
月
四
日
ジ
ャ
ワ
島
の
タ
ン
ジ
ョ
ン
プ
リ
オ
に
到
着

し
た
の
で
、
戦
闘
参
加
は
あ
り
ま
せ
ん
。

サ
イ
ゴ
ン
か
ら
昭
南
（
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
）
ま
で
の
航
行
中
は
、

甲
板
に
戦
車
を
上
げ
て
、
水
平
線
目
が
け
て
実
弾
射
撃
を
し
て

初
年
兵
の
教
育
を
し
ま
し
た
が
、
訓
練
の
主
な
も
の
は
操
縦
と

前
方
誘
導
で
あ
り
ま
し
た
。
戦
友
会
で
自
衛
隊
の
戦
車
に
載
せ

て
も
ら
い
ま
し
た
が
、
今
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
や
っ
て
い
ま

す
。「
戦
車
は
歩
兵
戦
闘
の
道
を
開
く
に
あ
り
」
が
戦
車
の
本

分
で
あ
り
ま
す
か
ら
輸
送
船
上
で
も
訓
練
を
行
っ
て
い
た
の
で

す
。
七
月
六
日
、
ジ
ャ
ワ
の
タ
ン
ジ
ョ
ン
プ
リ
オ
に
上
陸
し
ま

し
た
が
、
現
在
の
ボ
ゴ
ー
ル
に
は
世
界
一
の
植
物
園
が
あ
り
ま

し
た
。
こ
の
ジ
ャ
ワ
で
は
我
が
中
隊
は
「
戦
車
の
本
分
」
に
向

か
っ
て
ほ
と
ん
ど
毎
日
の
よ
う
に
訓
練
を
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
そ
の
間
、
内
地
と
は
気
候
も
異
な
る
暑
さ
で
す
し
、

虫
も
多
く
、
デ
ン
グ
熱
と
い
う
病
気
に
か
か
り
、
毎
日
四
〇
度

と
い
う
体
温
で
悩
ま
さ
れ
ま
し
た
。
伊
藤
小
隊
長
の
当
番
を
し

て
い
ま
し
た
が
、
入
院
療
養
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
入
院

中
は
、
中
隊
は
各
歩
兵
隊
へ
戦
車
を
持
っ
て
配
属
に
な
り
、
第

一
中
隊
は
三
分
さ
れ
、
別
れ
別
れ
に
な
り
ま
し
た
。



退
院
し
て
中
隊
へ
帰
る
に
も
私
の
行
く
所
は
な
く
、
本
部
へ

申
告
に
行
き
ま
し
た
ら
「
部
隊
解
散
の
た
め
、
原
隊
へ
帰
れ
」

と
命
令
さ
れ
、
戦
友
と
も
上
官
と
も
別
れ
、
昭
和
十
七
年
十
二

月
二
十
六
日
、

ジ
ャ
ワ
島
の
ジ
ャ
カ
ル
タ
を
出
発
し
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
へ
着
き
、
兵
站
に
い
て
原
隊
帰
還
の
船
を
待
ち
ま
し
た
。
十

一
月
三
十
日
だ
っ
た
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
内
地
ま
で
は
単
独
行
動
な
の
で
、
民
間
人
と
同
様

に
船
賃
を
払
わ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
が
金
が
な
く
、
そ
の
た

め
、
酒
保
で
安
く
買
っ
た
も
の
を
民
間
人
に
闇
で
売
っ
て
、
日

本
円
で
九
〇
円
く
ら
い
作
り
ま
し
た
。
十
二
月
十
五
日
、
豪
華

客
船
（
当
時
日
本
で
も
最
大
）「
箱
根
丸
」
が
入
港
し
、
そ
れ

に
乗
っ
て
帰
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
が
、
船
賃
の
七
〇
円
は
、

先
程
申
し
ま
し
た
よ
う
に
酒
保
品
を
売
っ
た
金
か
ら
払
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
民
間
人
と
同
じ
な
の
で
、
金
が
な
け
れ
ば
日

本
へ
帰
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
す
か
ら
心
細
い
こ
と
こ
の
上

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

十
二
月
二
十
二
日
、
高
雄
港
へ
寄
港
、
内
地
の
宇
品
港
へ
着

い
た
の
が
昭
和
十
八
年
一
月
五
日
で
し
た
。
し
か
し
汽
車
賃
が

な
く
、
や
む
な
く
携
帯
毛
布
を
民
間
の
人
に
買
っ
て
も
ら
い
汽

車
賃
を
作
り
、
一
月
五
日
、
久
留
米
の
戦
車
隊
が
戦
車
第
十
八

連
隊
に
な
っ
て
い
た
の
で
、
帰
隊
の
申
告
を
し
ま
し
た
。
そ
の

時
、
旅
費
を
精
算
し
て
く
れ
ま
し
た
が
、
二
七
〇
円
に
も
な
り

驚
き
ま
し
た
。
こ
ん
な
大
金
を
も
ら
っ
て
い
い
の
か
と
思
っ
た

か
ら
で
す
。
そ
の
上
、
外
泊
十
日
間
の
許
可
も
も
ら
っ
て
福
岡

の
瀬
高
へ
帰
り
ま
し
た
。
家
で
は
連
絡
も
な
く
帰
っ
た
の
で
驚

い
て
「
お
前
は
生
き
て
い
た
か
」
と
い
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
第
十
八
連
隊
に
一
年
二
ヵ
月
お
り
ま
し
た
が
、
階

級
は
兵
隊
で
も
戦
地
帰
り
の
古
兵
、
古
兵
と
い
わ
れ
初
年
兵
の

教
育
助
手
を
し
て
い
ま
し
た
。
戦
車
隊
で
は
初
年
兵
を
叩
い
た

り
は
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
一
般
兵
科
と
は
違
っ
て
、
戦
車
は
飛

行
機
と
同
じ
で
技
術
屋
で
あ
り
、
戦
闘
の
時
は
死
ぬ
率
が
高
い

の
で
特
別
で
し
た
。
私
が
入
隊
し
た
と
き
は
、
自
動
車
の
免
許

証
を
持
っ
て
い
る
の
は
中
隊
で
二
人
だ
け
で
し
た
か
ら
、
体
罰

よ
り
技
術
を
覚
え
さ
せ
る
こ
と
の
方
が
先
決
で
、
教
育
の
成
果

を
上
げ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
召
集
解
除
は
昭
和
十

九
年
三
月
九
日
で
し
た
。

大
東
亜
戦
争
初
期
の
進
攻
作
戦
の
時
の
蘭
印
ジ
ャ
ワ
は
比
較

的
よ
か
っ
た
の
で
す
が
、
私
が
帰
っ
て
か
ら
、
特
に
終
戦
前
後



は
和
蘭
軍
が
上
陸
し
た
り
、
独
立
戦
争
が
あ
っ
た
り
で
苦
労
が

あ
り
、

終
戦
二
年
後
に
よ
う
や
く
復
員
し
た
者
も
お
り
ま
す
し
、

終
戦
後
亡
く
な
っ
た
戦
友
も
随
分
多
い
の
で
す
。
戦
友
会
で
戦

友
か
ら
そ
の
状
況
は
聞
い
て
い
ま
す
。
し
か
し
、「
ジ
ャ
ワ
の

極
楽
、
地
獄
の
ビ
ル
マ
、
生
き
て
帰
ら
ぬ
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
」
と
、

ざ
れ
歌
を
歌
う
人
が
お
り
ま
す
が
、
戦
場
は
皆
同
じ
苦
労
は
あ

り
ま
す
が
、
軍
隊
は
運
隊
と
い
う
ご
と
く
、
た
し
か
に
、
戦
没
、

戦
傷
病
死
者
の
比
率
は
ジ
ャ
ワ
な
ど
蘭
印
諸
島
は
低
か
っ
た
か

も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
我
々
の
仲
間
も
随
分
死
ん
で
い
ま
す
。

私
は
、
気
が
強
く
、
小
学
校
の
時
で
も
、「
お
前
は
学
校
へ

こ
な
く
て
も
よ
い
」
な
ど
と
先
生
に
言
わ
れ
る
ほ
ど
の
利
か
ん

気
の
男
で
し
た
。
ま
た
文
句
を
い
う
者
に
は
腕
力
で
も
押
さ
え

て
い
ま
し
た
。
軍
隊
で
は
、
中
隊
長
や
小
隊
長
の
伝
令
と
な
り
、

上
官
が
良
い
人
で
あ
っ
て
畑
中
中
隊
長
（
後
に
中
佐
）
か
ら
も

可
愛
が
っ
て
も
ら
え
幸
い
で
し
た
。
戦
車
に
乗
れ
ば
隊
長
も
操

縦
士
も
砲
手
も
通
信
士
も
「
一
蓮
托
生
」
で
生
死
を
共
に
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
戦
車
は
あ
る
意
味
で
盲
目
、
一
人
一
人

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
任
務
を
全
う
し
な
け
れ
ば
戦
車
の
機
能
は
果

た
せ
な
い
か
ら
で
す
。

私
は
前
に
も
申
し
た
と
お
り
、

上
級
の
学
校
を
出
て
い
な
か
っ

た
の
で
、
帰
国
し
て
か
ら
、
前
職
の
自
動
車
修
理
技
術
を
生
か

し
、
自
動
車
の
塗
装
、
焼
き
付
け
を
し
ま
し
た
。
以
前
こ
の
技

能
士
の
試
験
が
東
京
で
あ
り
、
九
州
か
ら
二
十
七
人
受
験
し
、

合
格
者
は
私
一
人
で
し
た
の
で
、
三
十
七
歳
の
時
、
一
級
技
能

士
と
し
て
大
臣
表
彰
を
受
け
、
国
の
賠
償
の
た
め
泰
国
で
七
年

間
技
術
指
導
し
ま
し
た
。
佐
賀
ト
ヨ
タ
に
勤
め
、
最
終
は
総
務

課
長
で
退
職
し
ま
し
た
。
軍
隊
時
代
も
ト
ヨ
タ
時
代
で
も
技
術

は
良
く
て
も
学
科
で
は
苦
労
し
ま
し
た
。
子
供
の
こ
ろ
か
ら
負

け
ん
気
で
通
し
て
き
ま
し
た
が
、
軍
隊
の
時
よ
り
、
帰
っ
て
か

ら
の
方
が
国
の
た
め
、
社
会
の
た
め
に
尽
く
す
こ
と
が
で
き
た

と
思
っ
て
い
ま
す
。

定
年
退
職
後
、
故
郷
、
瀬
高
で
生
活
し
て
い
ま
し
た
が
、
妻

は
脳
血
栓
で
倒
れ
た
の
で
十
一
年
間
看
病
し
四
年
前
亡
く
な
り

ま
し
た
。
家
内
に
対
し
て
は
近
所
の
人
も
感
心
し
て
く
れ
て
い

ま
し
た
。
現
在
、
洗
濯
物
で
も
軍
隊
時
代
と
変
わ
る
こ
と
な
く

整
理
整
頓
し
き
ち
ん
と
た
た
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
な
ど
も
二
年

八
ヵ
月
間
軍
隊
で
教
育
を
受
け
た
お
陰
で
、
こ
れ
が
戦
後
役
に

た
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。



現
在
は
戦
車
の
性
能
も
五
十
年
前
と
は
比
較
に
な
ら
ぬ
ほ
ど

よ
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
性
能
を
生
か
す
技
術
も
、
戦
闘

時
の
操
作
も
皆
従
事
す
る
隊
員
の
精
神
と
技
術
能
力
に
よ
る
と

思
わ
れ
ま
す
。
結
局
、
基
礎
と
な
る
教
育
で
あ
る
こ
と
は
、
今

も
昔
も
変
わ
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
私
の
七
十
余
年
の
人
生
の

中
で
、
そ
の
骨
格
を
な
し
た
も
の
の
一
つ
は
、
約
三
年
に
お
よ

ぶ
軍
隊
生
活
、
軍
隊
教
育
、
戦
場
で
の
体
験
で
あ
っ
た
と
思
い

ま
す
し
、
毎
年
の
戦
友
会
で
も
会
え
る
先
輩
や
戦
友
と
の
語
り

合
い
が
、
我
が
人
生
の
楽
し
み
で
も
あ
り
ま
す
。

歩
兵
第
八
十
二
連
隊
（
討
部
隊
）

仏
印
ラ
ン
ソ
ン
要
塞
攻
撃
　 

富
山
県
　
伊
東
八
郎
　 

私
は
大
正
十
一
年
二
月
四
日
、
現
在
の
黒
部
市
古
郷
堂
と
い

う
所
で
農
林
業
を
営
む
家
の
二
男
と
し
て
生
ま
れ
、
昭
和
十
七

年
徴
集
兵
と
し
て
検
査
を
受
け
甲
種
合
格
で
あ
り
ま
し
た
。
当

時
、
富
山
連
隊
と
言
わ
れ
た
歩
兵
第
三
十
五
連
隊
は
第
九
師
団

の
隷
下
で
満
州
駐
屯
で
し
た
。
第
二
十
一
師
団
の
第
八
十
二
連

隊
は
支
那
か
ら
北
部
仏
領
印
度
支
那
に
あ
り
、
ま
た
歩
兵
第
六

十
九
連
隊
は
第
五
十
二
師
団
隷
下
と
し
て
南
方
へ
転
出
す
る
の

で
し
た
。

私
が
入
営
し
た
の
は
元
歩
兵
第
三
十
五
連
隊
の
兵
舎
で
、
部

隊
名
は
歩
兵
第
六
十
九
連
隊
第
一
機
関
銃
中
隊
で
あ
り
ま
し
た
。

同
年
兵
は
た
し
か
三
〇
〇
人
く
ら
い
だ
っ
た
と
記
憶
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
未
教
育
の
ま
ま
内
地
出
発
で
、
教
育
は
現
地
で

と
い
う
こ
と
で
し
た
。

十
八
日
、
仏
印
サ
イ
ゴ
ン
へ
上
陸
。
北
陸
と
違
っ
た
暖
か
い

所
だ
と
感
じ
な
が
ら
金
邊
と
い
う
所
へ
着
き
、
直
ち
に
出
発
。

二
十
日
泰
仏
印
国
境
を
通
過
し
、
翌
二
十
一
日
タ
イ
国
首
都
バ

ン
コ
ク
着
、
六
月
二
十
五
日
、
我
々
の
転
属
先
で
あ
る
第
二
十

一
師
団
歩
兵
第
八
十
二
連
隊
の
駐
屯
す
る
、
仏
印
サ
イ
ゴ
ン
港

に
上
陸
し
、
同
連
隊
の
第
二
機
関
銃
隊
に
編
入
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
ま
ま
、
我
々
は
一
ヵ
月
間
、
幹
部
候
補
生
と
一
緒
に
教
育

を
受
け
た
の
で
あ
り
ま
す
。

連
隊
は
第
一
大
隊
が
サ
イ
ゴ
ン
、
第
二
大
隊
は
タ
イ
、
第
三

大
隊
は
プ
ノ
ン
ペ
ン
で
あ
り
ま
し
た
。
私
の
第
二
機
関
銃
隊
は




